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学会報告 

日本海洋学会でのバイオロギングセッション 
上坂 怜生 (東京大学大学院 農学生命科学研究科 水圏生物科学専攻) 

みなさまこんにちは。東京大学大気海洋研究所博士
課程２年目の上坂怜生です。11 月 27 日～29 日にオン
ラインで日本海洋学会秋季大会が開催され、その中で
「バイオロギングと海洋観測」というセッションが開
かれました。今回そのセッションに発表者として参加
致しましたのでご報告します。 
 この「バイオロギングと海洋観測」というセッション
は、我々が日頃から活用しているバイオロギングによ
り、動物に海洋の水温や海上風、波浪などの様々な情報
を取ってきてもらう、いわば「動物による気象観測シス
テム」の実用性を、海洋系の研究者の方々にアピールす
る機会として設けられました。私も、博士課程のテーマ
として取り組んできた「海鳥を利用した波浪観測」につ
いて、大変光栄なことに招待講演という形で発表させ
ていただきました。セッションの最初に大気海洋研究
所の佐藤克文先生から、このバイオロギングを活用し
た「Internet of Animals (IoA)」というアイデアにつ
いてお話いただき、その後私を含む具体的な実例をい
くつか紹介するとう形で進行されました。セッション
への参加人数は 50 人前後でした。オンライン開催であ
り、また私自身が海洋学会への参加が初めてというこ
ともあるため、この人数が多いのか少ないのかはわか
りませんが、少なくとも興味を持って聞きに来てくれ
る方がいて安心しました。発表への質問は zoom の挙
手機能を利用していました。海洋観測に動物を使うと
いう目新しい方法に海洋学会員の方々はどれくらい食
いついてくれるかとドキドキしていましたが、ふたを
開けてみると質問はさほど激しくは来ず、自分のアピ
ール力の乏しさを痛感しました。 
 私以外の方々の発表も、動物由来の気象データを基
にした海水温や爆弾低気圧の予測実験など、バイオロ
ギング×海洋気象予測という、海洋学会ならではの発表
をたくさん聞くことができました。なかでも個人的に
興味深かったのは、海鳥用の防水ピトー管の開発につ
いて(高橋英俊先生/慶應義塾大学)でした。これは、海
鳥を利用した海上風の観測の精度を高めるために、海
鳥の対気速度を知りたくて開発したという趣旨のもの
でした。海洋観測に利用できるのはもちろんですが、対
気速度というのは空気中(流体中)を移動する鳥のよう
な生き物では計測が難しかった項目だと思います。私
の知らなかった素材や技術がたくさん詰まっていて、
バイオロギングのこれからのさらなる可能性をひしひ
しと感じることができました。 

 それにしてもオンライン学会というのはなかなか慣
れないものですね。私はオンライン学会で発表するの
は今回が初めてでしたが、聴衆の顔が見えないところ
にすごく不便を感じました。というのも、今回質問があ
まり来ず、質疑応答がサラッと終わってしまったので
すが、それでも聴衆の姿が見えさえすれば本当にみん
なの興味をあまり引くことができなかったのか、異分
野で遠慮がちになっていただけなのかは判断できたの
に、と思います。聞いてくださっていた何人かの方から
は、とても面白い発表だったと言っていただけたので、
後者であることを祈るばかりです…。そしてオンライ
ン学会だと、懇親会の規模が縮小されてしまうのも残
念ですね。発表後に研究者の方々とお話するという学
会の醍醐味がなくなってしまうことももちろん残念で
すが、なにより我々学生はみな懇親会でいかに腹を満
たせるかに勝負を賭けているからです。一刻も早くコ
ロナが収束し、瓶のオレンジジュースを飲みながらオ
ードブルを食べられる日を心待ちにしています。 
 というわけで、やや消化不良気味に終わってしまっ
た海洋学会のバイオロギングセッションですが、少な
くとも海洋系の研究者の方々にバイオロギングの有用
性を周知することはできたのではないかと思います。
今後、だれもが注目せざるを得ないくらいの研究にす
るため、日々精進して参ります。 
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学会報告 

ワークショップ「バイオロギング×オープンデータ」 
吉田誠（国立環境研究所琵琶湖分室） 

 
 昨年 11 月 25 日に「バイオロギング×オープンデー
タ」と題したワークショップを第 16 回 日本バイオロ
ギング研究会シンポジウムの一環として開催しました。
本ワークショップでは、バイオロギング研究で得られ
る生物多様性情報（生物の出現記録および動物の移動
データ）の公開（オープンデータ化）をテーマとし、そ
の方法論・実践例・国際的な動向について、3 名の方に
ご講演いただきました【プログラムは右記参照】。 
 まず初めに、都立大の大澤さんより、「オープンデー
タ（データ公開）」の考え方について概説いただき、そ
の後、1) 生物の出現記録（オカレンス）を公開するオ
ンラインプラットフォーム「GBIF（Global Biodiversity 
Information Facility）」へのデータセット投稿、および、
2) 学術雑誌へのデータペーパー（データ論文）投稿、
の２点についてご紹介いただきました。バイオロギン
グ研究で得られる動物の行動データには、多くの副次
的な情報（その生物の在情報、生息場やライフサイクル、
他生物の在情報など）が含まれます。こうしたバイオロ
ギングの“副産物”を公開するひとつの方法として、デー
タペーパー投稿（と GBIF へのデータ登録）を活用して
みては、とのメッセージをいただきました。 

大澤さんのご講演を受けて、二人目の戸津さんには、
手持ちのデータセットを GBIF や学術誌に投稿するた
めの具体的な手順について解説していただきました。
生物多様性情報を公開・共有する際は、データの可読
性・再利用性を高めるため、標準データ形式「Darwin 
Core」に則ったデータセット作成が推奨されています。
講演では、汎用ソフト（Excel）を使ったデータ整備の
進め方を、出版済みデータを例に実演いただきました。 
 ３題目の高橋さんのご講演では、バイオロギングの
メインとも言える「動物の移動データ」の公開について、
国 際 的 な プ ラ ッ ト フ ォ ー ム の 「 MoveBank 」 と
「International Seabird Tracking Database」の活用
事例をご紹介いただきました。データの公開をきっか
けに始まった新たな共同研究や、昨年より国際バイオ
ロギング学会で進められている連携プロジェクト
「COVID-19 Bio-logging Initiative」の現状など、世
界的な情勢も含めて色々な情報を共有いただきました。 

講演後の質疑・意見交換の場では、「データペーパー
と原著論文の違い（どちらを選ぶべきか）」について、
学術誌の編集委員としてデータペーパーを担当されて
いる大澤さんを交えて活発な議論が行われました。 

──────────────────────── 
「バイオロギング×オープンデータ」プログラム 
 
○趣旨説明…吉田誠（国立環境研究所） 
「自然史研究としてのバイオロギング：生物多様性 

情報の記載と可視化 
 
○話題提供１…大澤剛士さん（東京都立大学） 
「生物多様性情報を論文として公開する：GBIF と 

データペーパー」*1 
 
○話題提供２…戸津久美子さん（国立環境研究所） 
「生物多様性情報の標準データ形式『Darwin Core』の

データセットを作成する」*2,3 
 
○話題提供３…高橋晃周さん（国立極地研究所） 
「生物移動データの公開:データ公開による研究発展や 

国際バイオロギング学会での動向について」 
 
＜3 件の話題提供の終了後に、質疑・意見交換＞ 
 
*1: 大澤さんの講演スライド 
https://www2.slideshare.net/arosawa/20201125 
*2: 戸津さんの講演スライド 
https://www2.slideshare.net/cebesdata/2020112
5dwc-239521898 
*3: サンプルデータセットは WS 参加者向けに 2020
年 12 月末まで公開（一旦終了）。ご希望の方は吉田ま
でご連絡ください。 
（元の全データセットは下記データペーパー参照： 
https://esj-
journals.onlinelibrary.wiley.com/doi/full/10.1111/
1440-1703.12158 ） 
──────────────────────── 
データ公開の課題としては、データ保管先（リポジトリ）
の容量制限が挙げられました。これに対しては、ファイ
ルの大きい動画や加速度データを直接、リポジトリ上
で公開する代わりに、「誰がどの動物のどんなデータを
保有しているか」の情報（メタデータ）の公開から着手
してはどうかという有望な提案がありました。 

本ワークショップを契機として、今後、バイオロギン
グ研究で得られた貴重なデータの公開・共有が進み、皆
様の研究の発展に少しでもつながれば幸いです。 

https://www2.slideshare.net/arosawa/20201125
https://www2.slideshare.net/cebesdata/20201125dwc-239521898
https://www2.slideshare.net/cebesdata/20201125dwc-239521898
https://esj-journals.onlinelibrary.wiley.com/doi/full/10.1111/1440-1703.12158
https://esj-journals.onlinelibrary.wiley.com/doi/full/10.1111/1440-1703.12158
https://esj-journals.onlinelibrary.wiley.com/doi/full/10.1111/1440-1703.12158


- 4 - 

学会報告 

ワークショップ「総説論文を書こう！」 
吉田誠（国立環境研究所琵琶湖分室） 

 昨年 11 月 29 日に「総説論文を書こう！」と題した
ワークショップを第 16 回 日本バイオロギング研究会
シンポジウムの一環としてオンライン開催しました。
当日は 48 名の方にご参加いただき、「学生・若手研究
者が総説論文を書くにはどうすればよいか？」をテー
マに据えて、3 名の演者の方による話題提供および全員
参加の意見交換を行ないました。 

◇ 
ワークショップ冒頭の趣旨説明では、企画者の私か

ら、実際に総説論文を執筆して感じたこと、書く時に気
をつけたこと等を体験談としてご紹介しました。 

その後の話題提供では、最初の演者としてバイオロ
ギングの大ベテラン・内藤さんにご講演いただきまし
た。総説を書く上で必須となる、分野の歴史や先行研究、
他の研究グループの動向を把握することに加えて、自
分のオリジナルな研究をいかに世界に発信するかも重
要である、というお話が印象的でした。 

２題目は、数理進化生態学を専門とされる入谷さん
に、総説の一形態「オピニオン(意見)論文」についてお
話しいただきました。オピニオン論文では、先行研究の
網羅的・体系的なレビューよりも、分野の現状(とくに
複数の論点)に対する著者自身の明確な意見・メッセー
ジを伝えることが重要である、というアドバイスを、具
体的な執筆計画とともに紹介していただきました。 

３番目にご登壇いただいた一方井さんからは、総説
論文の執筆時に「誰に向けて書くか」を意識することで、
総説を通じた双方向(書き手⇔読み手)のコミュニケー
ションが可能になるだろう、との提案がありました。こ
れに関しては実は、一方井さん・入谷さんとワークショ
ップの準備を進める中で、「そもそも総説を読む人って
どれだけ居るんだろう？何を求めて読むんだろう？」
という点が気になっていました。そこでお二人に手伝
っていただき、『総説論文って読みますか？』と題した
Web アンケートを実施したところ、短期間にもかかわ
らず 100 件近くの回答が集まり、その集計結果につい
ては総合討論の場で簡単にご紹介しました。 

アンケート結果をみると、総説に求められる要素は
次の３点：1)主要文献を偏りなく網羅し、2)分野の全体
像と現状の課題を整理した上で、3)それに対する著者
の意見を明確に示すこと、に集約されました。言い換え
れば、これら３点を意識することで、読者により伝わり
やすい、「よい総説」が書けると考えられます。 

──────────────────────── 
ワークショップ「総説論文を書こう！」プログラム 
 
○趣旨説明…吉田誠（国立環境研究所） 
「総説論文の執筆を振り返って：若手研究者の 

いち体験談」*1 
 
○話題提供１…内藤靖彦さん（国立極地研究所） 
「バイオロギングと私の妄想」 
 
○話題提供２…入谷亮介さん（理化学研究所） 
「オピニオン論文とは何か？いつ、誰が、どうやって書

くのか？」*2 
 
○話題提供３…一方井祐子さん（東京大学） 
「科学コミュニケーションとしての総説論文」 
 
○総合討論 
・Web アンケート企画『総説論文って読みますか?』 

回答＆集計結果の紹介 
・意見交換「学生/若手が総説論文を書き上げるには?」 
 
*1: 当日の講演スライド 
https://www2.slideshare.net/MakotoYoshida15/2
0201129-239602833 
*2: 当日の講演スライド 
https://www2.slideshare.net/lambtani/20201129
-241532859 
 
 

図 1. ワークショップ当日の様子（画面キャプチャ） 

 

https://www2.slideshare.net/MakotoYoshida15/20201129-239602833
https://www2.slideshare.net/MakotoYoshida15/20201129-239602833
https://www2.slideshare.net/lambtani/20201129-241532859
https://www2.slideshare.net/lambtani/20201129-241532859
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■Webアンケート「総説論文って読みますか？」 
・企画者：一方井・入谷・吉田 
・期間 ：2020 年 11 月 21 日〜28 日 
・告知先：ワークショップ申込者 ML、バイオロギング

研究会 ML、企画者の個人 SNS 
・回答数：98 件（内訳は図２参照） 
 
○日本語/英語で書かれた総説を読む頻度 
（回答数：98，選択式） 
→右の図３を参照 

 
○総説を読むきっかけ・タイミング・目的 
（回答数：92，自由記述回答を集約，複数回答あり） 
・新しい分野の全体像を知りたい …52 票 
・論文執筆・研究計画立案時に参照…29 票 
・特定分野の最近の動向を知りたい…24 票 
・面白そうな総説を見つけた時  … 9 票 
・講義準備・業務で必要に迫られて… 7 票 
・有名な研究者が総説を出した時 … 4 票 
 
○総説を読むメリット 
（回答数：93，自由記述回答を集約，複数回答あり） 
・分野の全体像を効率よく概観できる …63 票 
・分野の最新の動向を整理・把握できる…23 票 
・体系的な文献リストを得られる   …19 票 
・分野の重要な文献がどれか分かる  …11 票 
・著者が何を重要視しているか分かる … 7 票 
 
○総説を読む時に期待すること 
（回答数：89，自由記述回答を集約，複数回答あり） 
・分野の主要な文献を網羅していること …51 票 
・分野の全体像・枠組みを整理して提示 …48 票 
・現状の課題整理と今後の方向性の示唆 …21 票 
・分野の先行研究を偏りなくリストアップ… 6 票 
 
○総説を読んで「期待外れ」だと感じた経験 
（回答数：96，選択式） 
・ある…65 名［→次の設問で具体的な内容を回答］ 
・ない…31 名 
 
○総説を読んで不満に感じたこと 
（回答数：65，自由記述回答を集約，複数回答あり） 
・引用文献や紹介する研究に偏りがある  …23 票 
・先行研究を網羅できていない・不十分  …21 票 
・文献の羅列だけで著者の意見・主張がない…16 票 
・整理が不十分で全体像が見えない，難解 …12 票 
・タイトルから想定される内容と違っていた…10 票 
 

図 2. Web アンケート回答者(98 名)の属性の内訳 

図 3. 日本語/英語の総説を読む頻度(回答数:98) 

 
○総説論文を書いてみたいと思いますか？ 
（回答数：98，選択式） 
・日本語・英語どちらも書いてみたい…55 名 
・特に書きたいと思わない …17 名 
・日本語なら書いてみたい …10 名 
・英語なら書いてみたい  … 9 名 
・わからない       … 7 名 
 
○総説を書く上でハードルになること 
（回答数：92，選択式＋記述式，複数回答可） 
・時間がない，文献収集が大変そう …51 票 
・総説の書き方がわからない    …26 票 
・英語力に自信がない       …25 票 
・何を書けばよいのかわからない  …16 票 
・総説を書いても評価されない   …12 票 
・知識不足，網羅できるか不安   …11 票 
・投稿の手順や掲載基準がわからない… 3 票 
・総説を書くにはまだ早いと言われた… 2 票 
・特にハードルだと感じることはない…16 票 
 

◇ 
今回のワークショップを企画・開催してみて、「総説

を書いてみたい（けどなかなか手が出ない）」と思って
いる方が予想以上に多いことを実感しました。総説に
書く内容を読者の視点に立って考えるというアプロー
チは、特に初めて総説を書く時に参考になる指針では
ないでしょうか。今回の企画ならびに本稿が、少しでも
みなさまの後押しになることを願っています。 
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野外調査レポート 

カジキ調査、はじめました！ 
松田康佑（東京大学大学院 農学生命科学研究科 水圏生物科学専攻） 

 東京大学大学院農学生命科学研究科修士課程１年の
松田康佑です。私は今年度よりカジキ類の潜水行動と
体温調節に関する研究を始めました。今回は 2020 年
に私が行なったカジキ調査について報告いたします。 
 
苦戦したカジキ調査（大洗編） 
 私が調査を行なっている茨城県大洗町はカジキ釣り
が盛んで、毎年カジキ釣り大会が行われています。大洗
沖には、毎年８月から 12 月にかけて、マカジキ Kajikia 
audax・シロカジキ Istiophorus indica・クロカジキ
Makaira nigricans が来遊します。遊漁者は自前のクル
ーザーでカジキの生息する沖合に向かい、表層トロー
リングという漁法を使ってカジキを狙います。私は9 月
から 12 月にかけて、毎週末クルーザーに同乗させても
らい、釣れたマカジキにデータロガーをつけようと頑
張りました。今回の調査ではマカジキの三次元の行動
情 報 を 調 べ る た め に リ ト ル レ オ ナ ル ド 社 製 の
3MPD3GT を、体温の情報を調べるために Lotek 社製
の LAT1410SL を用意しました。これらのロガーと切
り離し装置・衛星発信器をひとまとめにして、カジキの
背中、あるいは口吻に装着する予定でした。しかし、カ
ジキにロガーを装着して、ロガーを回収するには、いく
つかの条件が揃わなければなりません。例えば、カジキ
釣りに行く前に、ロガーの回収予定日の海況は良好か
（回収に向かう船は出られそうか）、ロガー回収のお手
伝いをしてくれる方々の都合がつくかなどを確認する
必要があります。さらに調査海域は黒潮流路に近く流
れは速いため、カジキの釣れたポイントを考慮して、ロ
ガーを装着するかどうかを判断しなければなりません。
また、カジキの調査には特別な採捕の許可を取る必要
があり、許可された期間しか調査を行なうことができ
ません。何はともあれ、カジキ釣りに出る前に必要な条
件が揃った時には、いつでもカジキにロガーを装着で
きるように完璧な準備をしていきます。「やることをや
ったら、あとは神に祈れ」という指導教官からのアドバ
イスに従って調査の準備をしたのですが、これらの甲
斐も虚しく、今年の大洗の調査ではカジキにロガーを
装着して回収するという目標が叶いませんでした。祈
りが足りなかったのでしょうか。カジキが釣れても先
程の条件が揃わないためにロガーを装着せずに逃がす
瞬間や、調査から帰ってきて何もデータの入っていな
いロガーを片付けている時間ほど、辛いものはありま
せん。 

朗報は突然に（高知編） 
 12 月に入り、カジキを調査できる期間も残すところ
わずかになり、今あるデータの解析を頑張ろう！と思
っていたところ、高知県に衛星発信器(MiniPAT)が上が
ったとの連絡が入りました。祈りが通じたのでしょう
か。 
高知県での調査の話に移る前に、調査に至った経緯を

少し記述させていただきます。 
現在、釣ったカジキをリリースする際、衛星発信器を

装着して放流する「IGFA Great Marlin Race」が、世
界中のカジキ釣り師の間で行なわれています。Race の
名の通り、衛星発信器を装着したカジキが 240 日間（切
り離されるまでの期間）でどこまで泳ぐかを競うとい
うものです。このレースは日本でも行なわれています。
夏頃に静岡県沖で衛星発信器を装着したシロカジキが
放流され、高知県沖の定置網で漁獲されたとのことで
した。そこで冒頭に戻ります。 
衛星発信器は本来、生物に装着後、発信器が海面に浮

いている間に衛星経由でデータを送信します。しかし、
発信できるデータ量には限りがあります。発信するデ
ータとは別に衛星発信器の内蔵メモリには時系列の深
度・水温・照度といったデータが蓄積されているため、
回収できれば、長期間の生物の行動情報を得られるの
です。その衛星発信器が、運よく回収の容易な陸上に上
がっているという情報が舞い込んできたのです。そこ
で私が高知の漁港に向かい、ロガーの回収を行いまし
た。ロガーの電池寿命内に回収をできなければ、データ
を吸い出すことができないとのことで、早急に高知県
に向かう必要がありました。12/16 の午前中に、私の
指導教官である S 教授の元にロガーが高知の漁港にあ
るとの連絡が入りました。「高知に飛べ」という教授の
指令にしたがい、飛行機を探しましたが出発時刻に間
に合いませんでした。そこで、その日の夜出発の夜行バ
スに乗り込みました。コロナの影響で、夜行バスにはほ
とんど乗客がなく、貸し切りに近い状態で床に寝転び
爆睡しました。快適な？夜行バスに揺られて、翌日の午
前中には高知駅に到着しました。駅前でレンタカーを
借りてロガーがある漁港に向かいました。目的地の漁
港に到着したのは研究室を出発してから 18 時間後の
ことでした(夜行バスが長かった...)。漁港に到着すると
すぐにロガーを回収できたため、帰路につきました（帰
りは飛行機で）。研究室に戻ってすぐにロガーをパソコ
ンに接続し、ロガーのデータを吸い出しました。今まで
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データロガーから動物の行動データを吸い出したこと
がなかったため、緊張とワクワクが渦巻いていました。
無事にデータの吸い出しが完了したことがわかって、
ようやく高知の調査が終了したことを実感しました。 
１年目のカジキ調査を終えて 
2020 年のカジキ調査を振り返って見ると、9~12 月は
怒涛の 4 ヶ月間でした。コロナの影響で調査に支障を
きたしている方が多くいる中、調査に行けるだけでも
幸いなことですので、全身全霊を尽くして調査を進め
ましたが、望んでいたデータは得られませんでした。し
かし幸いなことに、毎回「よし、行ってこい」と気合を
入れてくださる指導教官や、切磋琢磨できる同期が 7 人
もいるので、調査期間中にサジを投げたくなるような
ことはほとんどありませんでした。フィールド調査と
いうものは思うようにはいかないものだ、と思えるあ
たり、精神面がかなり強化された 1 年間だったと言え
ます。今年こそは欲しいデータをとって、この会報で良
い報告できるように頑張ります。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 1. 初回調査で私が釣りあげた 50 kg のマカジキ。 
幸先いいと思われたが、、、 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図２. マカジキにロガーを装着する様子。釣れたポイ
ントが黒潮本流近くだったため、装着のシミュレーシ
ョンをさせてもらった。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図３. 静岡県で放流されたシロカジキの移動経路。 
誤差はあるが、黒潮に逆らう方向へ泳いでいる様子が
わかる 
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野外調査レポート 

初めて出会ったオオミズナギドリ 
原田和輝（東京大学大学院 農学生命科学研究科 水圏生物科学専攻） 

私はこの春東京大学の大学院に進学し、バイオロギ
ングの研究を始めることになった。鳥が好きだという
ことでオオミズナギドリの研究をすることに決まった
が、コロナウイルスの影響で思うように調査を行うこ
とができず、不完全燃焼な初年度であった。しかし規模
は縮小を余儀なくされたが、何度かの調査でオオミズ
ナギドリの親鳥や雛鳥には実際に触れることができた。
本や論文でオオミズナギドリの生態について事前に勉
強はしていたが、やはり実際に繁殖地に行ってオオミ
ズナギドリに触れることで初めてわかることも多くあ
ったため、ロガーの取り付けはできなかったが繁殖地
に行って調査を行うことは非常に良い経験になったと
考えている。 
 8 月初旬、毎年行っている巣のメンテナンスのため、
初めてオオミズナギドリの繁殖地となっている岩手県
の無人島、船越大島に渡った。8 月初旬はオオミズナギ
ドリは抱卵期であり、巣穴では親鳥が卵を抱いていた。
オオミズナギドリの巣穴はとても深く、そこから親鳥
を引っ張り出すのにとても苦労した。初めて触れるオ
オミズナギドリ（写真 1）はとても暖かく柔らかかった
が、その首は自由自在に動き手や指をに噛み付いてき
てなかなかに痛かった。可愛らしい見た目に反してそ
の力強さには驚かされた。 
 その後 9 月初旬になり、船越大島に宿泊してオオミ
ズナギドリに取り付けたジオロケーターを回収する調
査を行った。無人島で電気も水道もない中キャンプす
る経験は今までなかったため、非常にワクワクしなが
ら調査に臨んだ。9 月初旬のオオミズナギドリは育雛期
であり、昼間は親鳥は餌を探しに外洋を飛び回ってい
るため島では鳥の鳴き声は聞こえず、蝉の鳴き声だけ 

写真 1 オオミズナギドリの親鳥 

が響く。親鳥たちは日暮れとともに島に一斉に帰って
くるが、その様子は文字通り鳥が雨のように降ってく
る、という感じだった。時間を追うごとに森から聞こえ
てくる親鳥の鳴き声が増えていき、日付が変わる頃に
なりほとんどの親鳥が帰ってくると森には親鳥たちの
大合唱が響き渡るようになる。その鳴き声の大きさは
壮絶で、会話もままならない程であった。調査のためベ
ースキャンプ（写真 2）からコロニーに移動する間にも、
多くのオオミズナギドリが地面を歩いていた。地上を
歩くその様は不器用でとても危なっかしく見え、海上
を飛ぶ優雅な姿とは対照的でそのギャップがとても魅
力的に思えた。 
この調査で一番苦労したのは親鳥の計測である。暴れ 
回るオオミズナギドリを傷つけないように注意しなが
らハンドリングし、必要な計測を行うことは非常に難
しかった。噛まれたり引っ掻かれたり翼で叩かれたり
逃げ出されたりと本当に大変だった。計測は今後も毎
年行うため、早く慣れなければならない。 
 今年度の調査ではバイオロギングの最も重要な過程
であるロガーの取り付けができなかったため、新規の
データを得ることができなかった。しかしオオミズナ
ギドリの繁殖地に実際に行ってみることで、オオミズ
ナギドリがどのような環境で暮らしているのかを身を
もって知ることができた。私は今繁殖地の島周辺にお
けるオオミズナギドリの行動について研究している。
今年度の調査で船越大島に上陸したことで、その行動
が行われる環境についてイメージしやすくなり、解析
に役立っている。しかしやはり自分の狙った部分のデ
ータが欲しいところである。来年度の調査ではロガー
をつけて新規のデータが取れることを願いたい。 

写真 2 ベースキャンプの様子 
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野外調査レポート 

はじめての調査-ウナギ目魚類、スズキ 
 岩本健人（東京大学 農学生命科学研究科 水圏生物科学専攻） 

今年の 8 月、宮城県気仙沼市舞根湾で調査を行いまし
た。目的は代謝実験に使うアナゴとウナギの捕獲とス
ズキのバイオロギング調査です。まずはアナゴとウナ
ギについてです。アナゴとウナギはアナゴ筒と呼ばれ
る仕掛けで捕獲しました。仕掛けの餌には帆立のうろ
を使いました。例年ですとアナゴはたくさん取れるの
ですが、今年は記録的な不漁でなかなか捕獲すること
ができませんでした。そんな中でも嬉しいことがあり
ました。アナゴ の他に２匹のウナギが取れたのです。
仕掛けは舞根湾内に沈めていたため、海ウナギである
可能性があります。海に生息するウナギと川に生息す
るウナギでは代謝が異なる可能性があるため貴重な研
究サンプルとなります。舞根湾内でウナギが仕掛けで
とれることは 1 年に数回あるかないかとのことだった
ので非常に良い結果となりました。アナゴ筒の他に夜
釣りでもアナゴ を狙いました。餌はイカを用いました。
夜間、湾内を移動しながら釣りをすることはとても幻
想的で楽しかったです。アナゴ筒と夜釣りで、計３匹の
アナゴと２匹のウナギを捕獲することができました。
不漁の年ながらも何とか捕獲することができたので良
かったです。(図 1) 

続いてスズキのバイロギング調査です。私は昔から
釣りを趣味にしています。釣りをしている中で、見えな
い水の中で魚はどのような行動をしているのかずっと
疑問に思ってきました。魚の行動を可視化できるバイ
オロギング手法を使ってスズキの調査を行うことにと
てもワクワクしていました。しかし、バイオロギング 
データを獲得することは簡単なことではありません。
今回調査を行った舞根湾ではスズキの存在が確認され
ているものの、過去にスズキを対象とした調査が行わ
れたことはありません。手探りの状態で調査は始まり
ました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 1. 捕獲したアナゴとウナギ 

スズキのバイオロギングをする上で、一番難しかっ
たことは装置の装着でした。捕獲したスズキの背中に
約 3cm✖️5cm くらいのメッシュを縫い付けて、そのメ
ッシュにデータロガーと電波発信器をつけた浮力体を
装着します。スズキは暴れるので、メッシュをつける際
には麻酔をかけながら行いますが、何しろ未経験では
じめての経験だったので大変でした。装置をつけた魚
の放流後は、最後の難関である装置の回収が待ってい
ます。回収は船を用いて浮力体に備えられている電波
発信器から電波を受信しながら浮力体の場所を特定し
ます。多くの壁を乗り越えて、広い海から浮力体を見つ
けたときはとてもうれしかったです。(図 2) スズキ目
線の映像データも獲得できました。(図 3) 
今回はじめての調査ということもあり、わからないこ

とだらけで大変なこともありました。そんな中でも乗
り切れたのは周りの方達のサポートのおかげだと感じ
ています。来年も良い調査ができるよう、協力してくだ
さる方達に感謝しながら励んでいきたいと思います。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 2. 苦労して浮力体を回収した場面 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 3. スズキ目線の画像 
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野外活動レポート 

三陸ウミガメ調査 
村上凌太（東京大学大学院 農学生命科学研究科 水圏生物科学専攻） 

 初めまして。東京大学大気海洋研究所修士 1 年の村
上凌太と申します。今年度より坂本健太郎准教授の下
でウミガメを対象として研究を行っています。今年度
は COVID-19 の流行もあり大変な状況が続きましたが、
なんとか三陸で調査を行うことができましたので、そ
こでの活動についてお話させていただきます。 
 岩手県大槌町にある東京大学大気海洋研究所国際沿
岸海洋研究センター(以下、沿岸センター)を拠点として
7 月の頭から活動していました。ただ、万が一自分たち
が感染源となってお世話になっている地元の方々にう
つすようなことがあってはいけないため、着いてすぐ
はなるべく他の人との接触を避けるように気を付けな
ければいけないなど、このご時世ならではの苦労があ
った調査でした。また同じ理由で調査以前ほとんど研
究室に通えなかったため、7 月に沿岸センターに行った
時点でこれから一緒に調査を行う先輩方や同期がどう
いう人なのかほとんど知らない状態でした。私はあま
りコミュニケーション能力の高いほうではないため 3
か月間うまくやっていけるかどうか少し不安でした。
しかし、先輩方も同期もいい人ばかりだったので 8 月
に入るころには不安に感じていたのが嘘のように楽し
く調査を行えていました。 
 ウミガメ調査はどうだったかというと、7，8 月はカ
メが獲れたという連絡があまり来ませんでした。実験
で使う人の多いアカウミガメは最終的に 9 個体とかな
り少なかったです。ただアオウミガメに関しては 9 月
以降急に混獲される量が増え、放流個体の再捕獲も皆
うんざりしているのが顔に出るくらい多かったです 
(アオウミガメを対象にしている沿岸センターの福岡拓
也さん(東京大学大気海洋研究所)は満面の笑みでした)。 

写真 1 放流実験前のアオウミガメと筆者。ドナドナ。 

 データロガーを用いた調査については、今年度の調
査では他の人の手伝いとしてウミガメの放流準備や回
収を行いました。中でも沿岸センターの福岡さんと行
った最初の放流実験が印象に残っています。 
 アオウミガメを用いた実験でしたが、色々なトラブ
ルが起こりました。回収を行うにあたってデータロガ
ーとともにウミガメに装着した VHF 発信機からの信号
を陸上から受信しロガーがどのあたりに浮上している
かを確認するのですが、同じくウミガメに装着してい
た人工衛星対応型発信機により確認されたロガーが浮
いていると思われる方角にアンテナを向けても発信機
からの電波を拾えませんでした。といっても全く拾え
ないわけでもなく、たまに電波を拾ってはまた受信で
きなくなるといったことを繰り返し、福岡さんと首を
かしげていました。 
 陸上からの電波は誰が使うのだろうと思うほど細い
山道の途中の、かろうじて海が見える場所で偶然確認
でき、どのあたりに浮いているかを推測することがで
きました。今度は海から電波を頼りにロガーを探すわ
けですが、この時にも少し問題が起こりました。ロガー
は入り組んだリアス式海岸の、さらに奥の海岸ギリギ
リにまで入り込んでいました。海岸の岩場などが近く
にあると VHF 発信機からの電波は反射してしまい、受
信した際に発信機本体からのものと反射したものの 2
つの電波を拾ってしまいます。この時はさらに運の悪
いことに元の電波が断崖に阻まれ反射したものだけを
拾ってしまい、間違った場所を延々と探し続ける羽目
になりました。船酔いで先輩がダウンし、自分も倒れる
わけにはいかないと少し酔ってきたのを我慢しながら
双眼鏡とアンテナを交互に持ち替えながら血眼になっ
て探し続けていた時の緊張、温かい言葉をかけ続けて
くださった船を出してくださっている地元の漁師の方
の優しさ、そして数時間後なんやかんやあって無事ロ
ガーを見つけた時にどっと溢れてきた安堵の気持ちは
今後忘れないと思います。帰りに船の上で食べたおに
ぎりがとてもおいしかったです。 
 今年度の調査では自分の実験は行いませんでしたが、
それでもカメの計測方法、ロガーの扱い方、放流実験の
手法など得るものが多い 3 か月間でした。逆に協力し
てくださっている地元の方々との交流など、やむを得
ない事情で十分にできなかったこともありますが、良
かった点も反省点も全部ひっくるめて来年度以降の調
査に活かすことができればと思っています。 
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調査報告 

初めての野外調査 
河合 萌（東京大学大学院 農学生命科学研究科 水圏生物科学専攻） 

 私は、ウミガメの調査で 7 月から 9 月までの 3 カ月
間、岩手に滞在しました。新型コロナウイルスの影響
で、直前まで調査に行けるかどうか分かりませんでし
たが、岩手で 2 週間の自粛期間を設けることや体調管
理を徹底することで、調査へ行けることになりまし
た。ゼミや授業などは全てオンラインで行っていたた
め、直接会ったことのない先輩方や同期の人たちと、
突然の 3 カ月間の共同生活はとても緊張しました。ま
た、3 カ月も自宅を離れたことがなかったため、生活
面においても不安を大きくさせました。しかし、岩手
に着いてみると、目の前に海が広がっていたり(写真
1)、近くの水槽にウミガメがいたりと、今まで住んだ
ことのない環境にとても気持ちが高まりました。ダイ
ビングや水族館で遠くからしか見たことがなかったウ
ミガメが目の前を泳いでいて、とてもかわいらしく見
えました。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

写真 1 作業を行っていた沿岸センターからの眺め 
2 週間の自粛期間も終わり、少しずつ実験の準備も

整い、いよいよ本格的に調査が始められることになり
ました。私たちは、定置網に混獲されたウミガメをも
らい受け、実験施設で飼育をする予定になっていまし
た。しかし肝心のウミガメがほとんど捕れないまま、
1 か月が経過しました。生物を対象としている調査で
は、こちら側が準備して待機していても、生物そのも
のがいなければデータすら集められないことを実感
し、捕れることを願う毎日が続きました。 

8 月に入り海水温が上昇してくると、アオウミガメ
が多く捕れるようになりました(写真 2)。アカウミガ
メは、その後もなかなか捕れませんでしたが、わずか
な個体だけで本格的に実験をし、酸素消費速度の測
定、ロガーを取り付けた放流実験などを行いました(写
真 3)。私は、カメに関して、アカウミガメとアオウミ
ガメの区別がつかないくらい何も知識がありませんで
したが、毎日観察するうちに、頭の大きさ、甲羅の
形、顔つきなどいろいろな違いを発見しました。 

9 月には、調査も終盤にかかり、放流実験を多く行
いました。岩手の大槌町で放流したアカウミガメが、

数日間で仙台の方まで南下した例もありました。のん
びりとしたイメージのウミガメでしたが、海流に乗り
ながらこんなにも速い速度で移動していることを知
り、驚きました。仙台でのロガー回収当日は、朝の 4
時に港を出港し、片道 3 時間程かけて沖の方まで行き
ました。乗り物酔いがひどい私は、ロガーに辿り着く
前にダウンしてしまうのではないか、船上でロガー探
しなど作業ができるのか不安でした。しかし、波は穏
やかで見通しも良く、回収する環境はとても恵まれて
いました。私は初めてで戸惑うことが多かったのです
が、皆で協力して無事に回収することができました。
しかし、後日別のロガーを回収した際は、このときの
ように穏やかな環境ばかりではなく、海が荒れ始める
ことや、沿岸近くで発信機からの電波が反射してしま
うこともあり、回収が困難なときもありました。野外
調査の大変さを実感しました。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

写真 2 ある日混獲されたアオウミガメ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

写真 3 実験を行うためロガーをつけたアカウミガメ 
あっという間に 3 カ月は過ぎて行き、気づけば帰る

日になりました。最初はただただかわいいと思ってい
たウミガメも、最後には実験対象生物として見てお
り、ウミガメの扱い方にも慣れることができました。
また、調査だけでなく生活面においても、岩手での生
活に慣れていました。休日は、釣りをしたりホームセ
ンターで実験材料の購入をしたりして過ごし、自宅に
いるときとは全く異なるスタイルでした。長期調査で
しかできない様々なことを体験でき、思い出深い夏と
なりました。 
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事務局からお知らせ 
カレンダーの追加購入について 

 
カレンダーを別途、追加購入をご希望の方は 1部 440
円（税込）＋ 送料でお譲りいたします。ご希望の方は
研究会事務局（biolog@bre.soc.i.kyoto-u.ac.jp）まで
ご連絡ください。在庫は 50部程なので早い物勝ちで
す！！ 
 
会費納入のお願い 

 
■会費の納入にご協力をお願いいたします。 
正会員５０００円、学生会員（ポスドクも含みます） 
１０００円です。 
２年間会費未納ですと自動的に退会になりますので 
ご注意ください。 
■住所・所属の変更はお早めに事務局
（biolog@bre.soc.i.kyoto-u.ac.jp）まで 
 

編集後記 
 
修士一年生の野外調査報告を読んで、フレッシュな気
持ちになりました。 
今年は野外調査に行けますように！！【KA】 
もうすぐ卒業研究発表会です。このような状況下でも
頑張って進めている 4 年生の姿にいじらしさを感じて
います。【YM】

 

 
【S.K】 

 


